
 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 11 月 15 日 

発行：骨髄移植推進財団事務局  

お問い合わせ：03-5280-8111 

■10 月の年齢別ドナー登録者数(現在数) 

10 代     2,686 人 

20 代  71,093 人 

30 代   153,219 人 

40 代   156,052 人 

50 代   38,825 人 

■10 月の 20 歳未満の登録者 378 人 

注) 平成 24 年 7 月より集計方法が変わりました。 

■10 月の区分別ドナー登録者数 ： 献血ルーム／1,195 人、献血併行型集団登録会／2,705 人、集団登録会／187 人、 

                 その他／92 人               注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

日本骨髄バンクの現状（平成 24 年 10 月末現在） 

 ９月 10 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 3,217 4,179 421,875 560,637

患者登録者数 244 262 2,859 37,095

移 植 例 数 120 120 ― 14,843
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  先月は骨髄バンク推進月間でした。今年も全国各地で骨髄バンクの啓発イベントやドナー登録会等

が数多く開催されました。 

10 月 20 日に東京・日比谷公園で開催された東京都主催の「おながわ秋刀魚収穫祭」では、東日本

大震災で被災した宮城県女川町のがれき処理にいち早く名乗りを挙げた東京都への御礼として、6 万

匹の秋刀魚が贈呈され、炭火で焼いた秋刀魚や、秋刀魚のすり身を入れた女川汁が来場者に無料で振

る舞われました。会場ではドナー登録会が開催され、17 人の方がドナー登録をされました。 

10 月の骨髄バンク推進月間期間中にご登録いただいた方は、前月の９月を 962 人上回る 4,179 人と

なりました。ドナー登録をしていただいた方をはじめ、ご協力いただいた関係者の皆様に、厚く御礼

申し上げます。 

11 月６日に骨髄バンク議員連盟(野田聖子会長)の総会が開催され、「移植に用いる造血幹細胞の

適切な提供の推進に関する法律」の成立を踏まえて、議連名称を「骨髄・さい帯血バンク議員連盟」

に改称することが決定しました。 

また、規約の改正も併せて決定され、「造血幹細胞移植に関わる諸問題を解決するべく、日本赤十

字社、厚生労働大臣より許可を受けた骨髄バンク、臍帯血バンク、各民間ボランティア団体等と連携

をとりながら、積極的に行動することを目的とする」と改正されました。 

2 「骨髄バンク議員連盟」が造血幹細胞移植推進法案成立を機に名称を変更 

1 先月の骨髄バンク推進月間について 

3 「第 7 回研音グループチャリティーオークション」が開催されました 

10 月 16 日から 22 日まで、俳優の唐沢寿明さんを始めとして、多くのタレントのご協力を得

て、「第７回研音グループチャリティーオークション」が開催されました。オークションには 18

点が出品され、落札価格は 270 万円を超え、全て当財団へのご寄付としていただきました。出品い

ただいたタレントを始め研音グループの皆様、そしてオークションにご参加いただいた多くの皆様

に御礼申し上げます。 

4 来年 1 月より説明員研修会を実施します 

2013 年 1 月 19 日の東京を皮切りに、全国８ヵ所で説明員の研修会を実施します。なお、開催

日、会場等は変更する場合もあり、説明員の皆様には別途ご案内をご送付する予定です。 



 

 

平成 24 年 11 月 15 日 

発行：骨髄移植推進財団事務局  

お問い合わせ：03-5280-8111 

2 

５ 阪神タイガースの藤川球児投手が「第 14 回ゴールデンスピリット賞」を受賞 

６  「2012 LIVE FOR LIFE 音楽彩～本田美奈子．メモリアル～」開催 

 2007 年から長きにわたり骨髄バンクをご支援いただいている阪神タイガースの藤川球児投手が、 

このたび、プロ野球人の社会貢献活動を称える「第 14 回ゴールデンスピリット賞」を受賞すること 

になりました。藤川投手は、2007 年にご自身が骨髄バンクにドナー登録を行い、モバイルサイトの 

収益金をご寄附いただいているほか、白血病などの血液疾患の子どもたちを公式戦に招待するなど 

数多くの活動を通じて骨髄バンクをご支援いただいています。また、2007 年から不登校児童延べ 

1,800 人を公式戦に招待する活動も行っており、こうした幅広い社会貢献活動が評価され今回の栄え

ある受賞となりました。藤川投手は現在、メジャーリーグ挑戦に備えて渡米中ですが、11 月 20 日に

行われる表彰式には出席されます。 

７  非血縁者間末梢血幹細胞採取施設・移植診療科の認定について 

次の施設が新たに非血縁者間末梢血幹細胞採取施設・移植診療科として認定されました。これまで

に認定された施設は 41 施設です。新規認定施設については、当財団ホームページ＞患者さんへ＞移

植認定病院およびドナー登録されている方へ＞面談施設一覧でもご覧いただけます。 

◆非血縁者間末梢血幹細胞採取施設・移植診療科 

・採取施設               ・移植診療科 

愛媛県立中央病院            同左 がん治療センター 

   兵庫医科大学病院            同左 血液内科/小児科 

   信州大学医学部附属病院         同左 血液内科/小児科 

■関東地区 １月 19 日(土)13:00～15:30、人事労務会館(品川)、■九州地区 ２月２日

(土)13:00～15:30、福岡アスクビル、■近畿地区 ２月９日(土)13:00～15:30、大阪府赤十字セ

ンター、■中四国地区 ２月 16 日(土) 13:00～15:30、岡山国際交流センター、■中部地区 ２

月 23 日(土) 13:00～15:30、名古屋第一赤十字病院、■東北地区 ３月２日(土) 13:00～15:30、

エルパーク仙台、■北海道地区 ３月 16 日(土) 13:00～15:30、札幌市社会福祉協議会、■新潟

地区 ３月 23 日(土) 13:00～15:30、新潟ユニオンプラザ  

11 月 3 日、「2012 LIVE FOR LIFE 音楽彩～本田美奈子．メモリアル～」が、日本橋 COREDO 室町

ビル 4階、日本橋三井ホールで行われました。今年も坂本冬美さん、川崎麻世さん、松本伊代さ

ん、松崎しげるさん、早見優さん、知念里奈さんなど豪華な出演者が勢ぞろいし、すばらしい歌声

を披露しました。会場のロビーでは、本田美奈子.さんが生前、病室で書いた『ありがとう』の詩

に、難病を抱えた辻友紀子さんがパステルの挿絵を描いた絵本が販売され、骨髄バンクのブースも

設置されました。コンサートのラストでは、『AKB48』の高橋みなみさんが登場し、本田美奈子.さ

んの大ヒット曲『1986 年のマリリン』を熱唱、会場は感動の渦に包まれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込みください。 

         公開・非公開 開催予定 

臨時理事会 公開・一部非公開 11 月 22 日(木) 18:00～  廣瀬第１ビル２階会議室 

業務執行会議 公開・一部非公開 12 月 14 日(金) 17:30～  廣瀬第 1ビル２階会議室 

将来検討会議 公開 12 月 21 日(金) 18:00～  廣瀬第 1ビル 2階会議室 
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【お詫びと訂正】10 月 15 日発行の MONTHLY JMDP の資料 6「認定施設別の移植・採取件数」の「P」(末梢血幹細

胞移植採取認定病院)の表記箇所に誤りがありましたので下記のように訂正いたします。関係者の方々にご迷惑を

おかけしましたこと、お詫び申し上げます。 

(誤)「P」の表記箇所が表の中段・上から 31 行目「愛知県厚生農業協同組合連合会江南厚生病院」 

(正)「P」の表記箇所が表の中段・上から 30 行目「安城更生病院」 

以下は、医師およびコーディネーターの皆さまを対象としています。      

コーディネート関係者のコーナー 

10 マニュアル・ミスマッチ検索用の「HLA適合検索結果報告書」の報告タイミング 

の迅速化について(医師の方へ) 

検索されたドナーの「HLA 適合検索結果報告書」（以下、リスト）を当財団から医師の方へ FAX

でお送りするタイミングを、11 月 29 日（夜間 FAX 分）から以下のとおり変更します。 

詳細は別紙「マニュアル・ミスマッチ検索用の「HLA 適合検索結果報告書」の報告タイミングの

迅速化について」をご参照ください。 

９ 財団の会議開催予定 

８ 「第 74 回日本血液学会学術集会」が開催されました 

10 月 19 日～21 日の３日間、国立京都国際会館において第 74 回日本血液学会学術集会が開催され 

ました。２日目に行われたシンポジウム「GVHD(移植片対宿主病)対策の最前線～非血縁者間末梢血

幹細胞移植導入への対応～」では、米国から、非血縁者間の骨髄移植と末梢血幹細胞移植の GVHD 予

防法における比較実験の結果が報告されました。また、日本の血縁者間の骨髄移植と末梢血幹細胞

移植の移植後の比較観察の結果と、国内の非血縁者間末梢血幹細胞移植の現状について報告がなさ

れました。さらに、非血縁者間末梢血幹細胞移植における GVHD 対策について、日本国内での GVHD

治療の解析結果と、GVHD 予防の現状について報告が行われました。 
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11 コーディネートにおけるドナーとのメール利用について(コーディネーターの方へ) 
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メールがコミュニケーションツールとして一般化している社会状況において、コーディネーター、

ドナー双方からコーディネートにおけるメール利用の希望があり、2009年５月から2010年４月まで関 

東地区で試行し、その後、地区事務局代表、コーディネーションスタッフ、ドナーコーディネート部

で検討を行いました。 

その結果、骨髄バンクにおけるドナーコーディネートは、ドナーとの直接対話で一つ一つ状況を確

認しながら進めていくというのが基本であり、メール利用をすることによる弊害も想定されることが

指摘されたため、検討が一時中断していました。 

このたび、あらためて検討した結果、下記のように対応することにしましたので、別添の資料と併

せてご確認ください。 

(1)原則、コーディネーターとドナー間での連絡にメールは利用しません。 

(2)しかしながら、例外的な場合に限り、ドナーとの会話・対面によるコーディネートの基本は堅

持しつつ、補助的な手段としてメールを利用するものとします。 

 

なお、2011年７月から他社の携帯電話同士でも、電話番号によるメール送受信ができるショートメ

ッセージサービス（SMS）が利用可能になりました。ドナーの方からコーディネーターの携帯電話に

メールが届くケースが増えていると思われますが、ドナーの方に、コーディネートにおいてはメール

を利用しないことについて丁寧に説明し、ご理解をいただくようお願いします。 

別添  ① 地区代表・CS会議資料 

    ② コーディネーター向け文書 

    ③ ドナー宛て文書サンプル 

12 連絡事項 
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   【変更前】  検索された翌営業日に FAX 

   【変更後】  検索された当日夜～翌日の明け方に FAX 

             （例） 金曜日に検索されたリストは翌営業日の月曜日に FAX して 

いましたが、今後は土曜日早朝までにお届けします。 

◆年末年始の検体保存事業の受付について（移植施設・採取施設の医師の方へ） 

年末・・・12 月 21 日（金）までに東海大必着 

    ※北海道・九州地区は 12/19（水）までに、それ以外の地区は 12/20（木）までに 

発送をお願いします。 

年始・・・1月 7日（月）採血・発送分から受付可能 

◆年末年始の確認検査・再検査実施と SRL 予約について（コーディネーターの方へ）

 年末・・・確認検査は、12 月26 日（水）まで 再検査は、12 月28 日（金）まで 

年始・・・確認検査、再検査ともに、1 月7日（月）から 

ＳＲＬの予約：1 月7 日～8 日採血希望の場合は、12 月26 日（水）14：00 まで 


